2008年10月10日
2008年度地震防災訓練(10月22日実施)における学生参加について：学生配布資料
（1）防災訓練の目的

　内閣府・中央防災会議によると、近い将来、首都直下地震など首都圏で大規模な地震災害が発生する可能性が高いことが指摘されています。大規模地震が都市部で発生した場合，警察・消防など公的機関による救援や消火活動は期待できず、地震時にはまず各自が自らの安全を確保し，次に学内にいる学生と教職員がともに協力し，災害対策本部を立ち上げ、初期消火・怪我人の手当て・重傷者の搬送・閉じ込め者の救出などの応急対応，低層階への避難、学生の安否確認などを行う必要があります。また大規模災害の直後には交通機関の麻痺、延焼火災や治安の悪化などから、大多数の学生・教職員は帰宅困難となり、数日間は学内に滞在せざるを得ない状況になると考えられます。一方、新宿の中心に位置する大学として、地域の中心となる防災拠点の役割も期待されています。地域の被害情報の集約や駅前滞留者などへの伝達や誘導、傷病者や要援護者への対応、学生ボランティアの組織化や派遣など、様々な地域貢献を行う体制作りが不可欠になります。

今年度の訓練では上記状況を鑑み、10月22日（水）の13時～16時に新宿区や東京医科大学などとの協働により緊急地震速報の活用や発災対応訓練、避難訓練、安否確認訓練、傷病者・要援護者の対応訓練、ボランティア活動訓練、体験型防災訓練などの地震防災訓練を実施します。本学の重要な行事として新宿校舎の全学生の参加が義務付けられていますので、必ず参加してください。
（2）防災訓練の概要

１）実施日時：10月22日（水）13時～16時（13時30分から14時30分まで全エレベータは停止）

２）訓練場所：新宿キャンパス、新宿駅前、新宿中央公園など

（3）学生参加と役割

　以下に学生の役割と当日の集合場所を指定しますので、まず担当教員より指定された自分の役割と集合場所を理解してください。下の切り取り線で参加票を切り離し、自分の役割に○をして必要事項を記入し、教員に提出してください。訓練当日の3時限の授業と重なった場合は、下記役割を優先してください。当日、指定された場所で出席をとります。なお、下記役割の為に3時限目授業を欠席する学生が、「特別欠席願」を新宿学生課に提出すれば、特別欠席の扱いになります。

●傷病者役：傷病者役の演技をしてトリアージや搬送が行なわれる役です。指名された学生は当日12時に中層棟6階B663教室に集合し、説明や演技指導、ムラージュ（傷病の化粧）を行ないます。汚れる可能性があるので、当日は汚れても良い服装（上下とも）で来てください。また昼食は大学で用意します。
●ボランティア役：建築系以外の学生は新宿区からの依頼により、都庁・新宿中央公園でボランティア訓練を行なう役であり、当日13時に地下2階体育館に集合してください。一方、建築系学生はトリアージ記録や傷病者搬送を行なう役であり、当日13時に１階アトリウムに集合してください。
●要援護者役・介護者役：新宿駅地下広場・ファーストウェストビル・西口イベントコーナーに別れ、要援護者役・介護者役を行い、新宿中央公園や新宿校舎B1まで誘導する（される）役です。その後は体験型訓練へ参加します。指名された学生は当日13時に3階アーバンテックホールに集合してください。
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（上の線で切り離し、防災訓練における指定された自分の役割に○をして、学籍番号・氏名を記入の上、担当教員に提出してください。）
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